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新
理
事
長
就
任

あ
い
さ
つ

理
�
 
M
P

長

田
口

こ
の
た
び
新
理
事
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
風
日
井
理
事
長
の
職
立
を
引
き
継
ぎ
、
理

事
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
ひ
し
ひ
し
と

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
至
ら
ぬ
点

も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
会
員
お

一

人
お
ひ
と
り
の
ご
支
援
、
ご
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
前
執
行
部

同
様
ご
指
導

・
ご
鞭
捷
の
程
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
組
織
の
経
営
等
に
つ
き
ま
し
て

は、� 

ωの
手
習
い
と
な
り
ま
す
が
、
「
百
尺
竿

頭
須
進
歩
」
の
教
え
を
踏
ま
え
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
尽
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
�
 4
月
1
日
付
け
で
「
社
団
法
人
」
か

ら

「
公
益
社
団
法
人
」

へ
移
行
、
ま
た
理
事
の

一
部
変
更
が
有
り
ま
し
た
。

従

っ
て
事
務
手
続
き
等
何
か
と
不
慣
れ
な
部


分
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、

事
務
方
や
関
係
者
等


と
力
を
合
わ
せ
て
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の


江
川
本
理
念
を
踏
ま
え
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す


べ
く
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
な


に
と
ぞ
ご
理
解

・
ご
協
力
の
程
、

重
ね
て
お
願


い
い
た
し
ま
す
。


結
び
に
、
こ
れ
ま
で
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
発
展
の
為
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
先
輩

諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員

各
位
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
、
私
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

宜
久
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23年度通常総会

島

平
成
お
年
度
定
時
総
会
は
、

平
成
お
年 

5
月
幻
日
午
後 
l
時
釦
分
か
ら
、
江
南
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
大
年
正
光
会
員
を
選
び
、
風
邑

井
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
田
中
市

長
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
二
井
局
長
に
よ
る

付
平
成
辺
年
度
事
業
報
告

。

平
成
勾
年
度
収
支
決
算
の
提
案
説

明
、
井
川
監
事
の
監
査
報
告
を
受

け
て
、
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
理
事
及
び
監
事
を 

(選
考
委

国
貝
会
の
推
薦
ど
お
り 
)
可
決
・
承
認
し
、

新
し
い
理
事

・
監
事
が
自
己
紹
介
し
て
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
互
助
会
総
会
が
開
保
さ
れ
、

け

平

成

辺

年
事
業
報
告
、
収
支
報
告

口
平
成
お
年
度
事
業
計
画
及
び
同
収

支
計
画
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
会
長
に
今
宮
会
員
を
選
び
、
閉

会
し
ま
し
た
。

松

新
役
員
・
班
長
紹
介

(
敬
称
略
)

理盟理
量事

事長長

田
口
宜
久 

(江
田
島
町
切
串
)

東
谷
克
明 

(大
柿
町
大
原
)

八
木
信
寿

(
江
田
島
町
中
央 
) 貝

・1伶 1m

医七� 
lD1 

事

上
田
英
夫 

(江
田
島
町
中
央
)

森

井

勉 

(江
田
島
町
鷲
部
)

地
域
班
長

久
留
須
康
尊
(
中
央
1
1
4
)

加
藤
尚
子
(
江
田
島
町
鷲
部
)

加
藤
孝
右

瀬
戸
常
雄
(
江
田
島
町
小
用
)

(
中
央 

5
・
鷲
部
・
江
南
)

鎌
田
健
二 

(江
田
島
町
秋
月
)

浜
坂
愛
子
(
秋
月
)

大
迫
敏
夫 

(大
柿
町
大
君
)

瀬
戸
常
雄
(
小
用
)

森

合

修 

(大
柿
町
大
君
)

高
崎
栄
嘩 

(切
串
)

野
崎
剛
睦 

(大
柿
町
飛
渡
瀬
)

下
谷
源
蔵 

上
向
井
明
信
(
能
美
町
高
田 
)

(大
須
・
幸
ノ
浦
・
宮
ノ
原
・津
久
茂
)

益
村
守
範
(
沖
美
町
是
長
)

津
岡
邦
恵

(
大
原
・
小
古
江
)

二
井
省
三

(
江
田
島
町
秋
月 
)

後

昭

十

三 

(大
君
)

井

川

伍 

(江
田
島
町
切
串
)

古
居

哲
(
柿
浦
)

登
地
靖
徳 

(沖
美
町
畑
)

溝
口
弘
志

(能
美
町
)

崎
川
哲
男(岡

大
王

・
畑
・
是
長
)

谷
本
正
行(三土

口
・
美
能
・

益
村
守
範 

(是
長
)

塗
装
班

上
山

清

(
切
串
)

襖

・
障
子
班香

川
正
文
(
飛
渡
瀬
)

自
動
車
運
転
班

大

越

要 

(中
央
)

福
祉
家
事
援
助
班

山
田
タ
ケ
子
(
小
用
)

芦
川
征
子 

(小
古
江 
)

事
務
局

事
務
局
長

二
井
省
三

大
柿
支
所
長

亘
松
鈴
子

職

員

{
子
根
川
民
夫

久
保
田
久
長

三
島
雅
司

聴
群
班
班
長
一
般
作
業
班

古川
祖
)

樫
野
昭
人 

(小
用 
)

落

野

弘 

(中
央
)

加
藤
孝
右
(
鷲
部
)

後

藤

寛 

(切
串
)

畑
本
敏
雄 

(深
江 
)

谷
本
正
行
(
三
吉
)

橋
本
繁
男
(
中
町
)

浜
林
康
三

(大
柿
)

大
年
正
光 

(中
央
)

施
設
管
理
班梅

田
好
政
(
鷲
部
)

大
工
・
左
官
班

植
木
奥
定
班 津

田

勉

(大
原 
)

落

野

弘 

(中
央
)

大
盛
成
之

(
大
君
)
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ハ

刀

聞

の

黙

と

う

を

議

案

第

日

号

平

成

辺

年

度

収

支

補

団

法

人

へ

の

移

行

な

ど

、

大

き

な

転

換

期

以

上

の

議

案

が

提

出

さ

れ

ま

し

た

が

、

を

迎

え

て

い

ま

す

。

い

ず

れ

も

原

案

ど

お

り

可

決

成

立

し

、

閉

公

益

社

団

法

人

に

移

行

す

る

こ

と

に

よ

会

し

ま

し

た

。 
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l

l

た
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た

新
副
理
事
長
就
任
あ
い
さ
つ

副
理
取
長

東

谷

寛

明

平
成
お
年
度
の
江
田
島

ゆ

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

-

タ 

の
総
会
に
お
い
て
、

司
副
理
事
長
と
い
う
重
責
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

我
が
国
は
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
殊

に
高
齢
化
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
江
田
島
市
で
は
4
月
末
日
現
在
の

尚
齢
化
率
は
、
ぉ
・
4
%
と
い
う 
~品
い
半

を
示
し
て
い
ま
す
。
数
年
も
す
れ
ば
高
齢

化
半
は
刊
%
を
超
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

所 盟
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

2 

品

プ

ラ

ザ

現

会

時

犯

分

田

3

開

会

の

こ

と

ば

委

任

状

:l~ 

平
成
お
年

3
月
国
日

午
後

1

江
田
島
市
シ
ル

バ
ー
ワ 

ク 
l

中
常
会
員
に
よ
る
、
平
成
辺
年
度

3
月

総

会

に

先

立

飛

渡

瀬

地

区

の

野

崎

ち
、
故
釜
賀
会
員
と 
3
月
日
日
に
発
牛
し

中

町

地

区

の

田

中

会

員

を

選

出

期
通
常
総
会
の
開
会
宣
言
。

3
月
期
通
常
総
会


に
移
行
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
公
益
社

団
法
人
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
今
回
で

3
月
期
総
会
は
終
わ
り
に
な
り
ま
す
。

5

議
長
選
出

口
会
員
を
選
出

6

定
足
数

2
3
1
名
・
出
席
者
お
名
、

1
5
9
名
で
総
会
は
成
立

H

ワ 

ク
プ
ラ
ザ
の
建
設 

3

竹
炭
の
生
産
開
始

4
勢
定
枝
葉
の
チ

ッ
プ
リ
サ
イ
ク
ル

5

竹
細
工
指
導
で
全
国
生
涯
学
習
フ
エ

ス
テ
ィ

パ
ル
等
会
員
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
参
加 

6

今
年

3
月
公
益
法
人
と
し
て
認
可

l

退
任
あ
い
さ
つ

前
理
事
長

こ
の
た
び
高
齢
の
た
め
理
事
長
を
退
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
平
成

7
年
事
務
局
長
常
務
理
事
に
就
任
し
て
以

来
日
年
間
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
会
員
の
皆
様

方
の
ご
協
力
ご
支
援
の
お
か
げ
と
心
か
ら

お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

7

議
事
録
署
名
人
の
選
出

8

議
事

会
員

方
々
に
対
し
謹
ん
で

し
ま
し
た
。

ぃ

正
予
算
(
第 

号
)
案
に
つ
い
て

•


す

。

厳

し

い

も

の

が

あ

り

ま

す

。

そ

う

し

た

中

で
、
会
員
の
み
な
さ
ん
が
シ
ル
バ
ー
人
材

l

在
職
中
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

4

理

一

中

長

あ

い

さ

つ

議

案

第

口

号

平

成

辺

年

度

事

業

計

シ
ル
バ

ー
事

業

に

お

い

て

は

、

政

府

の

案

に

つ

い

て

半
業
仕
分
け
等
に

よ

り

、

大

幅

な

補

助

令

議

案

第

四

号

平

成

辺

年

度

収

支

予

カ
ッ
ト
そ
れ
と
、
社
団
法
人
か
ら
公
益
社

算

案

に

つ

い

て

ー
セ
ン
タ
ー
の
合
併

2

今
で
は
懐
か
し
い
良
い
思
い
出
と
な
り

江
田
島
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の

l

会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
戦
中
又
は
終
戦
直
セ
ン
タ
ー
卒
業
を
通
し
て
、
元
気
に
地
域

後
に
生
れ
、
育
ち
、
昭
和
刊
年
代
か
ら
の

社
会
を
支
え
、
活
雌
し
、
会
員
が
輝
く
よ

経
済
成
長
期
に
は
中
心
的
な
役
割
を
為
う
な
生
き
が
い
を
見
つ
け
て
就
業
に
精
励

し
、
日
本
経
済
を
背
負
っ
て
来
た

の
で

す

る

こ

と

を

念

願

し

て

い

ま

す

。

す
。
そ
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
現
役
の
時

微

力

で

は

ご

ざ

と
変
わ
り
な
く
、

高

い
技
術
や
社
会
経
験
い
ま
す
が
、
江
目

立
か
な
知
識
そ
し
て
不
屈
の
精
神
を
生
か
島
市
シ
ル
バ
ー
人

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
迩
営
を
し
導
ご
鞭
撞
を
お
願

こ
れ
に
関
わ
ら
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん

の
お

阪
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

を
取
り
ま
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
信

頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
に
な
る
に
は
、
会
員

が
セ
ン
タ
ー
運
営
に
積
極
的
に
参
画
さ
れ

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
セ
ン
タ
ー
の

サ
ー
ビ
ス
」
が
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
発
展
、

会
員
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
退
任

し
、
今
も
わ
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
材
セ
ン
タ
ー
発
展

で
力
強
く
、
明
る
く
就
業
に
従
事
し
て
い
の
た
め
最
善
の
努

る
こ
と
に
た
の
も
し
く
、
感
銘
を
受
け

ま

力

を

し

て

ま

い

り

し
た
。
反
刷
、
近
年
の
シ
ル
バ
ー

人

材

セ

ま

す

。
何
半
ご
指

ン
タ

て
い
く
う
え
で
、
特
に
財
政
面
に
お
い
て
い
し
ま
す
。

の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

す透り
平。 明今
成性ま�  
23 ので
年 高 以� 
4 い上
月 事 に� 
1 業� 
H 述非
に営 営
公が利
益求化
社め公
団 ら益
法れ性

人 ま、 ー一一一� 

風
呂
井

侃
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一
つ
の
池
の
ヘ
ド
ロ
を

週
1
回
取
り
ま
す 

6
月
9

日

の

午

前
、
小
用

の
浄
水
場

の
作
業
現

場
に
行
き

ま
し
た
。

作
業
は

浄
水
池
の

水

を

抜

き
、
底
に

敷
い
て
あ

る

砂

の 

-

上
に
溜

っ
た
ヘ
ド
ロ
を
取
り
除
く
こ
と
で

す
。
こ
の
作
業
を

9
人
の
仲
間
が
行
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
ず
、
表
面
か
ら

3
1
5
匂
程
度
の
砂

を
取
り
、
そ
れ
を

一
輪
車
で
運
ん
で
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
に
移
し
ま
す
。
コ
ン
ベ
ア
に

航
ま
れ
た
砂
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
述
ば
れ

ま
す
。
軽
ト
ラ

ッ
ク
一
杯
に
な
る
と
池
の

上
に
運
び
ま
す
。.

「
温
か
く
な
る
と
ヘ
ド
ロ
が
余
計
に
溜

る
」
と
、
仲
間
の
一
人
が
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
「
一
つ
の
池
を
週
に 
1
回
取
り
ま

す
」
。

作
業
に
従
事
し
て
い
る
仲
間
は
み
ん
な
長

靴
を
は
き
、
靴
に
砂
の
入
る
の
を
防
い
で

い
ま
し
た
。

安
全
で
安
心
し
て
飲
め
る
上
水
は
、
こ

の
様
な
事
を
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

ふ
す
ま
賠
り
は夫

婦
で
行
う

6
月
口
日
の
午
前
、
ふ
す
ま
貼
り
の
仕

事
が
あ
る
と
の
連
絡
が
あ
り
、
セ

ン
タ
ー

に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

作
業
場
に
若
く
と
香
川
さ
ん
夫
婦
が
、

作
業
台
の
上
に
ま
ず
水
を
塗
り
、
紙
を

し
っ
か
り
伸
ば
し
て
か
ら
、
ミ
ル
ク
状
に

?
苛
f
温

い

ま

し

~
ず

匝

た

。 薄
め
た
ノ

リ
を
つ
け

て
貼
っ
て 

rs匙
圃

貼
る
ふ 

ι・
・

す
ま
は
壁 

自え§仰司

・
一に
立
て
か

一

け
て
あ
り

一

ま
す
。
貼

圃

る
順
序
は

E i
i
h

ま
ず
一
世
を

P

貼
り
、
そ

れ
か
ら
表
に
移
る
と

l

の
こ
と
で
す
。

撃
に


立
て
か
け
て
あ
る
ふ


す
ま
は
裂
で
、
そ
れ


に
。 
2
0
の
番
号
が


つ
け
て
あ
り
ま
す
。


「
番
号
を
つ
け
て
お


か
な
い
と
迷
う
の
で


必
ず
つ
け
ま
す
」
と


は
、
香
川
さ
ん
の
弁


で
す
。
ま

ず
、 

枚
に
か

か
り
ま
す
。
下
紙
を

貼

っ
て
乾
か
し
、
そ
の
上
に
表
紙
を
貼
り

ま
す
。
そ
れ
を
約
半
日
乾
か
し
ま
す
。

「
紙
を
し

っ
か
り
伸
ば
さ
な
い
と
張
り
が

で
ま
せ
ん
」
と
香
川
さ
ん
が
話
し
て
く
れ

ま
す
。
「
い
い

具
合
に
貼
る
よ
う
に
気
を

つ
け
て
い
ま
す
」
と
は
奥
さ
ん
の
弁
で

す。
香
川
さ
ん
は
、
監
際
に
立
て
か
け
て

あ
っ
た
ふ
す
ま
に
枠
を
打
ち
つ
け
ま
す
。

「
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
」
と
い
う
香
川
さ

ん
の
言
葉
を
聞
い
て
そ
の
場
を
去
り
ま
し

た。松
が
一
番
時
闘
が
か
か
る

6
月
9
日
の
山
時
過
ぎ
、
問
部
の
仁
井

さ
ん
宅
の
勇
定
の
現
場
に
行
き
ま
し
た
。

「
こ
の
仕
事
は
2
人
で
作
業
を
し
、

一

日
で
終
わ
る
予
定
で
す
。
松
は

一
番
手
が

か
か
り
時
間
も
か
か
る
の
で
す
」
。
と
松

の
第
定
を
し
て
い
る
仲
間
が
話
し
て
く
れ

ま
す
。
松
の
新
芽
は
先
端
を
き
り
と
り
、

下
葉
は
手
で
む
し
り
と
り
ま
す
。

結
構
根

気
の
い
る
作
業
だ
と
思
い
ま
し
た
。

も
う

一

人
の
仲
間

は
、
庭
の

ツ
ツ
ジ
の

刈
り
込
み

ゃ
、
伸
び

た
新
芽
を

ま
る
く
切

り
取
り
ま

す
。
「
結

構
刈
り
込

む
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
」
と
、
手
を
休
め

ず
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。

作
業
で
ノ
ド
が
渇
く
の
で

ペ
ッ

ト
ボ
ト

ル
の
お
茶
が
数
本
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
一
本
を
い
た
だ
き
、
そ
の
場
を

去
り
ま
し
た
。

八
幡
様
の
社
殿
ま
で
の
ぼ
っ
た

6
月
幻
日
山
野
さ
ん
の
現
場
に
行
く
前

に
、
八
幡
様
の
川
向
い
に
あ
る
川
崎
さ
ん

の
お
宅
を
訪
ね
ま
し
た
。
最
初
、
八
幡
様

だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
石
段
の
坂
を
社

殿
ま
で
上
っ
て
み
ま
し
た
が
誰
も
い
ま
せ

ん
。
坂
を
下
り
て
対
岸
を
見
ま
す
と
仲
間

が
働
い
て
い
ま
す
。
早
速
橋
を
渡
っ
て
川

崎
さ
ん
宅
に
行
き
ま
し
た
。

作
業
は 
4
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
を
分

担
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
-
人
は
モ

ミ
ジ

の
枝
の
刈
り
取
り
。
春
に
伸
び
た
新
芽
を

ハ
サ
ミ
で
切
っ
て
い
ま
し
た

「
こ
う
し
な

い
と
枝
が
張
り
す
ぎ
る
か
ら
」
と
話
し
て

く
れ
ま
す
。

も
う
一
人
の
仲
間
は
、
ク
ロ
ガ
、
不
の
現


定
。
横
に
伸
び
て
い
る
太
さ 

程
の
枝


の
上
に
伸
び
て
い
る
小
枝
を
叩
本
あ
ま
り


残
し
て
切
り
落
と
し
ま
す
。
「
こ
の
木
は


上
が
大
き
く
な

っ
て
い

る
。
去
年
や
ら
な


か
っ
た
ん
だ
な
」
と
言
い
な
が
ら
上
に
向


か
っ
て
伸
び
て
い
る
太
さ
が 

ン
か
ら 
3


ン
の
枝
を
ノ
コ
ギ
リ
で
切
り
落
と
し
ま


す。

あ
と 

人
は
、
家
の
前
に
あ
る
畑
の
そ

ば
の
小
さ
な
道
路
わ
き
に
あ
る
、 

3
一
ぶ
ほ

ど
の
木
の
若
葉
の
刈
り
取
り
。
木
の
名
前

H

l

2
H

3
H
y



L

除

は
分
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し
た。

は

1
M
m以
上
背
が
あ
る
の
で
、
こ
の
木
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の
幅
に
鉛
筆
で
線
を
引
き
カ
ッ
タ
ー

ノ
リ
面
が
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ
、
こ
の

言
わ
れ
、
行
っ
て
み
る
と
隣
家
に
面
し
た

で
切
り
取
り
ま
す
。

家
の
ガ
ラ
ス
窓
と
山
野
さ
ん
宅
の
そ
れ
は

黄
色
の
紙
に
は
、
浄
土
真
宗
の
紋
章

ネ
ッ
ト
で
保
護
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

で
あ
る
「
下
り
藤
」
の
印
を
押
し
ま

仲
間
の
2
人
は
刈
っ
た
草
や
木
の
枝
を

す。
 

緑
色
の
ビ
ニ
ー
ル
の
大
き
な
入
れ
物
に
入

4
人
の
仲
間
は
こ
れ
ら
の
仕
事
を
黙
々

れ
て
ト
ラ

ッ
ク
に
運
び
ま
す
。
そ
れ
に
暑

と
続
け
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
灯
篭
の
枠
に

さ
も
加
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

は
貼
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
貼
ら
れ
る
と

本
当
に
大
変
な
仕
事
だ
と
思
い
「
熱
中

き
っ
と
き
れ
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し

症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

た
。
作
業
場
に
は
灯
篭
の
枠
が
た
く
さ
ん

い
」
と
挨
拶
し
て
山
野
さ
ん
宅
を
去
り
ま

並
べ
て
あ
り
ま
し
た
。
者
く
こ
と
も
ほ
ぼ

し
た
。

決
ま
っ
た
の
で
「
ご
苦
労
様
」
と
挨
拶
し

て
そ
の
場
を
去
り
ま
し
た
。 

盆
灯
寵
づ
く
り 

東
日
本
大
震
災
に
思
う

6
月
辺
日

の
朝
、
セ
ン

大
地
震
に
大
津
波
、
そ
れ
に
加
え
て
東

タ
ー
の
作
業

京
電
力
の
原
発
放
射
能
被
害
が
加
わ
り
、

部
屋
で
盆
灯

太
平
洋
側

3
県
の
人
々
が
受
け
た
被
害
は

能
を
作
っ
て

想
像
す
る
に
あ
ま
り
あ
り
ま
す
。


い

る

と

聞


数
千
人
に
及
ぶ
津
波
で
亡
く
な
ら
れ
た


き
、
カ
メ
ラ


方
達
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
共
に
、
家
や
田


を
持
っ
て
作


畑
、
漁
船
な
ど
生
活
の
元
手
を
失
わ
れ
た


業
部
屋
に
行


数
千
人
の
方
々
が
、
い
ま
災
窓口
に
負
け
ず


き
ま
し
た。



生
活
の
再
建
め
ざ
し
て
立
ち
上
が
っ
て
お


そ
こ
に
は
風


ら
れ
る
姿
に
強
く
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。


巨
井
前
理
事


ひ
る
が
え
っ
て
、
こ
の
様
な
地
浜
津
波

長
ら 
4
人
の
仲
間
が
作
業
中
で
し
た
。
作

が
こ
の
江
田
島
を
襲

っ
た
ら
ど
う
な
る
で

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う
事
態
に
そ
な
え
た

-

灯

篭
に
貼
る
紙
(
紅
と
黄
)
を
広

対
策
を
市
は

「防
災
マ
ッ
プ
」
を
各
家
庭

げ
、
底
辺
が
初
代
、ン

高
さ
あ 

の
三

に
配
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
よ
く
読
ん
で

3 

草8貢」ノL-)11も私かいこ
つが り て の を とリ�  o 時は
と'5?:ま、家話話面 に 水
こで:すそはし しの 来分 おお色目白つど 」れ建合て 草 てを
ち長�  を物いくや 午含O

へに 刈のまれ木 前ん
来ま り周 す 、を 中で l週開騒J京証こ4烹望書関 6ち し作も松か行勘 し 所
て わ 取り O そ 刈 で、ぃ 碑帯雨事長智宅需之1 3事事罰起草 人よ私た業らさらつ のと た の，4
み 司 るが のる 作て 心円 f E-)hh寸叱44毒事~p.~ のうが O 現 つんず て無こ
ん二 の空 後 と 業 大 仲 ど 訪 場 て に 、 も いろく

に
あ
り
ま

「
わ
し

の
向
さ
は 
3
灯
位
だ
の
う
」

と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

あ
と
の 
1
人
は
刈
り
取
っ
た
枝
を
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
和
む
仕
事
。
緑
色
の
大
き
な
袋

に
入
れ
て
軽
ト
ラ

ッ
ク
に
移
し
ま
す
。

汗
だ
ら
だ
ら
の
本
当
に
大
変
な
作
業
で

す
。
「
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
」

と
挨
拶
を
し
て
こ
の
場
を
去
り
、
支
所
に

行
っ
て
重
松
さ
ん
に
お
礼
を
一一一一口
い
ま
し

た。

重
松
さ
ん
の
入
れ
て
く
れ
た
ア
イ
ス

コ
ー
ヒ
ー
、
と
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

朝
8
時
に
来
て
、

午
前
中
に
終
わ
る

6
月
幻
自

9
時
過
ぎ
、
大
柿
支
所
を
訪

ね
、
今
日
の
作
業
現
場
を
教
え
て
も
ら

う
。
現
場
は 
2
カ
所
、

さ」 に地 、汗 を変たい 取分リて庭す ま休の間休ね に、案 支 場私で
い見 時に 今が 終で。 らはスあにで 作し ん日が 憩た 若や 内所 所は、
」 る 聞な 後 出 え す まれ刈のる植に 業 た で陰軒 時 時 きつしのが 何土
とと がつ のま ま� してり半ノえ、は�  O いで下、は まとて 重 分団地O

5
H

お
く
こ
と
、
ま
た
、
地
域
ご
と
に
集
ま
り

灯
篭
の
飾
り
の
細
長
い
紙
(
幅
1
・ 

を
も
っ
て
、
地
域
と
し
て
ど
う
対
処
す
べ

き
か
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
と
思
い

ま
す
。

H
J

角
錐
に
切
り
取
り
ま
す
。

2 


山
野
さ
ん
宅
は
支 

ン
)
、
長
さ
お
で
く
ら
い
の
細
長

い
も
の
。
紙
に
か
ね
尺
を
あ
て
、
そ 

「 かて「手す「す朝「�  
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私
が
住
む
大
柿
町
飛
渡
瀬

の
江
田
島
湾
最
奥
部
の
河
川

両
岸
に
、 

3
年
前
か
ら
、
鯉

の
ぼ
り
を
揚
げ
て
海
風
に
泳

ぐ
鯉
の
ぼ
り
は
、
す
っ
か
り

地
域
の
風
物
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
シ
ル
バ
ー
会
員
の
小

高
齢
社
会
の
到
来
の
お
か
げ
で
、
誰
も

く
言
葉
で
す
が
、

最
近
で
は
珍
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん 
ω

私
は
今
年
日
月
で
打

歳
の
喜
寿
を
迎
え
ま
す
。
少
し
お
め
か
し

を
と
鏡
を
出
し
て
見
ま
す
と
映
っ
た
己
の

顔
、
は
枯
れ
木
も
山
の
に
ぎ
わ
い
な
ら
ず

顔
は
満
面
の
し
わ
シ
ミ
だ
ら
け
、
家
内
に

「
こ
の
鋭
は
映
り
が
悪
い
」
と
百
う
と
す

か
さ
ず
「
鏡
は
正
直
よ
カ
モ
フ
ラ 

ジ
ユ

は
せ
ん
よ
」
と
彼
女
。

「何
を
」
と
一長
口
い

か
け
た
が
「
な
ら
ぬ
堪
忍
す
る
が
堪
忍
」

再
度
鏡
を
見
て
、
過
ぎ
た
昔
に
は
戻
れ
な

い
の
は
百
も
承
知
。
外
見
で
な
く
中
身
で

勝
負
と
粋
が
っ
て
み
て
も
、
そ
の
中
身
が

松
理
事
さ
ん
か
ら

「
今
年
も
揚
げ
ら
れ
る

の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し

3
月
日
日
に
、
東
北
太
平
洋
側

に
未
曾
有
の
巨
大
地
震
が
発
生
し
て
、
何

万
人
の
犠
牲
者
、
何
十
万
人
の
被
災
者
を

思
う
と
、
鯉
の
ぼ
り
会
員
か
ら
「
今
年

は
、
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
こ
と
は
自
粛
す

る
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
意
見
も

出
ま
し
た
が
、
こ
の
苦
難
の
時
こ
そ
、
元

気
の
発
信
源
と
し
て
今
年
も
揚
げ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

鯉
の
ぼ
り
の
下
に
掲
げ
た
横
断
幕
の
標

語
は

「
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
ろ
う
」
に
し

ま
し
た
。
東
北
の
被
災
者
の
皆
様
や
私
達

江
田
島
市
民
は
、
鯉
の
ぼ
り
の
よ
う
に
元

気
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
の
思
い

l

が
老
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な

り
ま
し
た。

昔
は
生
ま
れ
て
印
歳
に
な
る

ま
で
に
半
数
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
現
在
、
日
歳
到
達
半
は
過
半
数
に

達
し
て
い
ま
す
。

「
子
供
叱
る
な
来
た
道

じ
ゃ
も
の
、
年
寄
り
笑
、つ
な
行
く
道
じ
ゃ

も
の
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
ご

く

一
部
の
寿
命
エ
リ
ー
ト
が
長
生
き
し
た

の
で
す
が
、
今
は
刊
歳
ま
で
生
き
た
人
の

大
多
数
は
お
歳
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
初
歳
を
古
稀
と
い
う
の
は
、
杜
甫

の
詩
の

「
人
生
向
古
来
稀
な
り
」
に
基
づ

様
、
押
入
の
中
に
眠
っ

て
い
る
鯉
の
ぼ
り
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
寄
贈

く
だ
さ
い
。

何
か
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
本
で
は
、
命
の

続
く
限
り
「現
役
」
で
生
き
抜
い
て
、

最
後

ま
で
「
成
長
」
し
て
み
よ
う
と
す
る
人
生

観
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
、
現
代
を
生
き

る
人
間
と
し
て
よ
り
自
然
な
の
で
は
な
い

か
、
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
「
現
役
」

で
生
き
抜
い
て

「
最
後
」
ま
で
成
長
さ
せ

て
く
れ
る
団
体
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
高
齢
者
が
長
年
培
っ
た
知
識

・

経
験
・
技
能
を
生
か
し
自
主
的
に
連
帯
し

合
い
、
共
に
働
き
、
共
に
助
け
合
っ
て
い

く

「
自
主
自
立
共
働
共
助
」
の
理
念
に
基

で
す
。
今
年
も
飛
渡
瀬
保

育
閣
の
困
児
が
鯉
の
ぼ

り
を
作
成
し
て
く
れ
ま
し

た
。
並
ん
で
揚
げ
た
大
き

な
鯉
の
ぼ
り
と
共
に
、
元

気
に
泳
い
で
い
る
図
児
の

鯉
の
ぼ
り
を
見
上
げ
て
、

鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
て
良
か

っ
た
と
領
き
合
う
鯉
の
ぼ

り
会
の
仲
間
で
す
。

野
崎
剛
睦

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆

江田昌民泊聾砂
・民泊を受け入れてみませんか?
江田島市では，教育(修学)旅行の誘致に取り

組み，都市部からの生徒の民泊体験を受けていた
だける市民の家庭を募集します。 (1家庭4名程度)

地域の人とのふれあいや交流を通じて江田島の
豊かな自然や農林漁業などを体験してもらい， 生
徒も受け入れる側もより深い感動を実感できるも
のを目指しています

括主β竺L 
1募集期間  5 月 2 日(月)~現在募集中
2応事用件 ①江田島市在住の方!

②来訪者を家族のように迎えて

いただける方  1 

3申込先・問合せ先
企画振興課 (宮 40-2762)

イ尻

づ
く
事
業
で
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
就
業

を
促
進
し
、

高
齢
者
自
身
の
活
動
的
な
生

活
能
力
を
生
み
だ
す
と
共
に
、
そ
の
家
族

や
地
域
社
会
に
活
力
を
も
た
ら
し
、
会
員

の
み
な
ら
ず
、
地
域
活
性
・
再
生
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

混
乱
を
繰
り
返
す
現
代
社
会
を
生
き
抜

く
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
参

考
と
な
る
格
言
と
し
て
、
江
戸
時
代
末
期

の
学
者
佐
藤

了
扇
の
有
名
な
教
え
が
有
り

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

。
少
に
し
て
学
べ
ば
、
則
ち
壮
に
し
て
為

す
こ
と
あ
り

。
壮
に
し
て
学
べ
ば
、
則
ち
老
い
に
し
て

衰
え
ず

。
老
に
し
て
学
べ
ば
、
則
ち
死
し
て
朽
ち
ず

(
一「一一一口
志
晩
録
」
六
十
)風

日
井
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以
生
労
働
省
が
推
奨
す
る
各
々
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
自
ら
考
え
会
員
の
就
業
を

造
り
出
す
企
画
提
案
方
式
事
業
と
し
て
、

一

昨
年
我
が
シ
ル
バ

ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
樹

木
賜
定
枝
の
チ
ッ
プ
堆
肥
化
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
ゴ
ミ
の
減
茸
化
と
地

球
温
暖
化
防
止
に
寄
与
し
、
ま
た
会
員
の
就

業
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
、
有
益
な
事
業
だ

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
視
察
研
修
は
、
企
画
提
案
方

式
第 
2
弥
の
事
業
と
し
て
、
八
代
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
、
マ
ス
コ
ミ
等

の
報
道
で
注
日
を
集
め
て
い
る
、
ハ
ー
フ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
視
察
研
修
に
は
、
役
員

・
職
群
班

長
・

地
域
班
長
及
び
互
助
会
役
員
等
か
ら
お

名
の
参
加
が
あ
り
、 

3
月
6
日

・ 
7
日
の 
2

日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。 

6
日
朝 
8
時
に
宇
品
港
に
集
合
し
て
、

山

陽
市
速
道
を
一
路
九
州
に
向
か
い
ま
し
た

が
、
関
門
海
橋
を
渡
る
前
か
ら
冷
た
い
雨
に

な
り
ま
し
た
。

菊
水
イ
ン
タ
ー
で
降
り
い

く
山
鹿
市
に
所
在

す
る
大
和
朝
廷
が
築
い
た
鞠
智
城
泣
跡
と
資

料
館
を
見
学
し
て
、
明
治
時
代
末
期
に
山
鹿

市
財
界
有
志
が
建
築
し
た
芝
居
小
屋
、
八
千

代
座
を
見
学
し
ま
し
た
。
当
八
千
代
座
は
、

平
成
の
大
修
理
を
終
え
ま
し
た
が
、
耐
災
補

強
工
事
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
建
設
当
時
の
ま

ま
復
元
さ
れ
て
お
り
、
天
井
広
告
画
、
桝
桟

敷
や
奈
落
の
廻
り
舞
台
装
置
に
は
、
当
時

の
建
築

の
粋
を

見
ま
し

翌
7

日
は
前

日
の
雨

も
上
が

時
却
分

に
八
代

市
シ
ル

バ
ー
人

材
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
松
山
事
務
局
長
か
ら
歓
迎

挨
拶
を
受
け
、
風
日
井
理
事
長
の
研
修
受
け

入
れ
の
お
礼
の
挨
拶
を
経
て
、
ワ
ン
コ
イ
ン

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
企
画
提
案
し
た
松
村
次
長

か
ら
、
事
業
内
容
、

事
業
の
流
れ
、
作
業
内

容
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
や
民 Q

V

生
委
員
の
協
議
や
協
力
、
そ
の
他
事
業
内
容

の
周
知
方
法
に
つ
い
て
活
発
な
質
疑
応
答
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
研
修
に
参
加
し
た
会
員
は
、

ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
、
漠

然
と
し
た
知
識
だ
っ
た
も
の
が
、
説
明
を
受

け…山
中
業
内
容
を
理
解
し
、
ま
た
課
題
も
把
握

す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
意
義
の
あ
る
視

察
研
修
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。野

崎

剛
睦

た。ソ
h

高
齢
者
の
健
康
管
理
シ
リ
ー
ズ

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
・

熱
中
症
の
発
生
は
、 

7
1
8
月
が
ピ 

ク

に
な
り
ま
す
。
昨
年
の
長
は
、

過
去
に
例
を

み
な
い
ほ
ど
の
猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症
に
よ

る
健
康
被
害
が
数
多
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

-
熱
中
症
の
予
防
に
は
、
「
水
分
補
給
」
と

「暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

予
防
法
が
実
行
で
き
て
い
る
か
、
チ
ェ

ッ

ク
し
て
み
ま
し
ょ
う。

口

こ
ま
め
に
水
分
補
給
す
る

口

汗
を
か
い
た
時
、
適
度
に
塩
分
補
給

す
る

口

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使
う

ロ

シ
ャ
ワ
ー
や
冷
た
い
タ
オ
ル
・
保
冷

剤
で
体
を
冷
や
す

口
室
内
に
温
度
計
を
置
き
、
こ
ま
め
に

室
温
確
認
す
る


口

暑

い
時
は
、
無
理
を
し
な
い


口

涼
し
い
服
装
を
す
る


口

部
屋
の
風
通
し
を
よ
く
す
る


口

緊

急

時

・
困
っ
た
時
の
連
絡
先
を


知
っ
て
お
く


口
涼
し
い
場
所
や
施
設
を
利
用
す
る


口

外
出
時
に
日
傘
や
帽
子
を
使
用
す
る


-
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

・
お
願
い


し
た
い
事


暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
!


・
人
間
の
体
調
や
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ
な

ど
が
影
響
し
て
、
暑
さ
に
対
す
る
抵
抗

力
(
感
受
性
)
は
個
人
に
よ
っ
て
異
な

l

り
ま
す

0

・
暑
さ
の
抵
抗
力
に
合
わ
せ
て
、

万
全
の

予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
!

・
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
、
高
齢

者
(
何
歳
以
上
)
で
す
。

・
高
齢
者
は
若
年
者
よ
り
も
体
内
の
水
分

旦
が
少
な
い
上
、

体
の
老
廃
物
を
排
出

す
る
時
に
た
く
さ
ん
の
原
が
必
要
に
な

り
、
水
分
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

・
加
齢
に
よ
り
、
暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
に

対
す
る
感
覚
が
鈍
く
な
り
ま
す
。

・
尚
齢
者
は
体
に
熱
が
た
ま
り
や
す
く
、

暑
い
時
に
は
若
年
者
よ
り
も
循
環
器
系

へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
わ
り
が
協
力
し
て
、
熱
中
症
予
防
を
呼
び

か
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
!

・一	

人
ひ
と
り
が
周
囲
の
人
に
気
を
配

り
、
熱
中
症
の
予
防
を
呼
び
か
け
合
う

こ
と
で
、
熱
中
症
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

・
特
に
、
熱
中
症
に
か
か
り
ゃ
す
い
高
齢

者
、
障
害
児

・
障
害
者
や
子
ど
も
に
つ

い
て
は
、
周
囲
が
協
力
し
て
注
意
深
く

見
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
熱
中
症
予
防
を

忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
!

・
気
温
が
高
い
日
や
湿
度
の
向
い
日
に

は
、
決
し
て
無
理
な
節
電
は
せ
ず
、
適

度
に
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

32 
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切除刈~炉底割地費関嶋すω

植木の手入れ

(奥定)

、・"

ワープロ
)(ソコンでの
原稿づくり

包丁研ぎ

家具等の移動

(同じフロアのみ)

誠宮言
4再丙再可!!f;;;;:fr!;177J
チラシ配布.あて名書きべノ十盆衷 涜た  

誰でも会員になれます

江田島市在住の方 
  
60歳以上で健康な方 

働く意欲のある方 



